酸と塩基（理科総合Ａ）
【１】空欄を埋めなさい。
(1)　　1　色リトマス紙を　2　色に変えるような性質を酸性といい，酸性を示す物質をＡ3　という。酸は水に溶けると電離して，　4　を生じる。一方，　5　色リトマス紙を　6　色に変え，酸の性質を打ち消す性質を塩基性という。塩基性を示す物質を塩基といい，塩基は水に溶けると電離して，あ7　を生じている。
(2) 塩酸や硫酸などの場合，水に溶けているほとんどの分子が電離してH+を生じており，このような酸を　8　という。一方，酢酸やリン酸のように一部の分子しか電離していないような酸を　9　という。
(3) 水溶液の酸性，塩基性の程度は，pHで表される。pHの値が　10　より小さいほど水溶液の　11　性は強く，pHの値が　12　より大きいほど水溶液の　13　性は強くなる。水溶液のpHは　14　で調べることができる。
(4) 酸の水溶液と塩基の水溶液を混ぜると，酸から生じる（　15　）イオンと塩基から生じる（　16　）イオンが反応して，（　17　）を生じる。このような反応を（　18　）反応といい，またこの際に（　19　）も生成する。
たとえば塩酸と水酸化ナトリウム水溶液を混合すると，（　20　）イオンと（　21　）イオンは反応して（　22　）になるが，（　23　）イオンと（　24　）イオンは変化しない。
(5) 酸と塩基の中和反応では，常に（　25　）熱が発生し，まわりの温度が高くなる。一般に，このように熱が発生し，まわりの温度が高くなる反応を（　26　）反応といい，逆に熱を吸収し，まわりの温度が低くなる反応は（　27　）反応という。
【2】 つぎの物質の電離の式を完成させよ。
HCl → 

H2SO4→

CH3COOH →

NaOH →　 

NH3 ＋ H2O → 

【3】つぎの酸と塩基の中和反応を化学反応式で表せ。
①塩酸と水酸化ナトリウム
②塩酸と水酸化カルシウム
③硫酸と水酸化ナトリウム
④硫酸と水酸化カルシウム

⑤酢酸と水酸化ナトリウム
⑥塩酸とアンモニア

解答
【1】

1青
2赤
3酸
4水素イオン
5赤
6青
7水酸化物イオン

8強酸
9弱酸
10　7
11酸
12　7
13塩基
14リトマス紙など

15陽
16陰
17水
18中和
19EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えん),塩)
20水素
21水酸化物
22水

23塩化物
24ナトリウム
25中和
26発熱
27吸熱

【2】

HCl → H＋＋Cl－
H2SO4→2H＋＋SO42－
CH3COOH →H＋＋CH3COO－
NaOH →Na＋＋Cl－　 

NH3 ＋ H2O → NH4＋＋OH－
【3】
　①HCl＋NaOH→NaCl＋H2O
　②2HCl＋Ca(OH)2→CaCl2＋2H2O

　③H2SO4＋2NaOH→Na2SO4＋2H2O
　④H2SO4＋Ca(OH)2→CaSO4＋2H2O

　⑤CH3COOH＋NaOH→CH3COONa＋H2O

　⑥HCl＋NH3→NH4Cl
酸、塩基、塩の化学式は


陽イオン＋陰イオンの順に書く。


Ca＋SO4－なのでCaSO4





SO4とはSが1個とOが4個という意味。


SO4はセットで2価の陰イオン。














